
 

薬生総発 0402 第２号 

令 和 ２ 年 ４ 月 ２ 日 

 

   都 道 府 県 

各 保健所設置市 衛生主管部（局）長 殿 

   特 別 区 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に基づき 

緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の一覧の公表について 

 

 

医薬行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

緊急避妊に係る診療の提供体制の整備に関する取組については、「「オンライン診

療の適切な実施に関する指針」を踏まえた緊急避妊に係る診療の提供体制整備に関す

る薬剤師の研修について（依頼）」（令和２年１月 17 日付け薬生総発 0117 第７号厚

生労働省医薬・生活衛生局総務課長通知。以下「研修通知」という。）に基づき緊急

避妊薬を調剤する薬剤師に対して研修を実施することとしています。 

今般、厚生労働省のホームページにおいて公表する緊急避妊薬の調剤が対応可能な

薬剤師及び薬局の一覧（以下「薬剤師等の一覧」という。）について、下記のとおり

取り扱うこととしましたので、御了知いただくとともに、当該内容について、貴管下

の薬局、関係団体等に対し周知をお願いします。 

なお、下記については、現時点における暫定的な取扱いであり、取扱いを変更する

際には、当職より別途通知することとするので、御留意いただくようお願いします。 

 

記 

 

１ 公表方法 

（１）薬剤師等の一覧は、研修通知に基づき実施した都道府県薬剤師会が、別添１の

様式で作成し、厚生労働省の以下の提出先に電子媒体で提出すること。 

 

 

 

 



 

（提出先） 

 厚生労働省医薬・生活衛生局総務課 

 TEL  03-3595-2377 

 Email ISESOMU@mhlw.go.jp 

  ※提出に当たっては、件名を「緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の

一覧」とすること。 

 

（２）厚生労働省は、（１）の内容を踏まえ、患者が緊急避妊薬の調剤を受ける薬局を

選択するに当たって必要な情報を厚生労働省のホームページにおいて公表する

こと。 

 

（掲載先） 

厚生労働省ホームページ「緊急避妊に係る取組について」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000186912_00002.html 

 

２ 公表された薬剤師及び薬局における留意事項 

（１）公表された薬剤師及び薬局においては、薬剤師が「オンライン診療の適切な実

施に関する指針」（令和元年７月 31 日付け医政発 0731 第７号厚生労働省医政局

長通知。）（以下「指針」という。）に基づき調剤等を行うために、緊急避妊薬の

備蓄、プライバシーへの十分な配慮、緊急避妊薬を服用するための飲料水の確保

等に対応できるような体制を整備すること。 

（２）指針に基づき薬局で調剤等を行う場合は、薬剤師等の一覧に掲載された研修を

修了した薬剤師が対応すること。 

（３）研修を修了した薬剤師は、薬剤師等の一覧に掲載されている情報に変更があっ

た場合には、別添２の様式を用いて、研修を受講した都道府県薬剤師会に速やか

に届け出ること。都道府県薬剤師会においては、届出を受理した後、１（１）の

提出先に当該内容を電子媒体で提出すること。 

 

mailto:ISESOMU@mhlw.go.jp
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000186912_00002.html


薬剤師

連番
都道府県
番号

都道府県 薬局名 郵便番号
薬局所在地
(市郡区以降)

電話番号 FAX番号 開局時間
時間外対応
の有無

時間外の電話番号
研修を修了した
薬剤師氏名

薬剤師名簿
登録番号

研修修了
年月日

研修修了者名簿

薬局

別添１



 

研修修了者名簿 変更届 

 

 

【届出日】 

令和  年  月  日 

 

 

【薬局名等（研修受講時の情報）】 

 

薬局名             所在地                 

  

 

薬剤師名              

 

【変更内容】 

名簿の項目名 変更前 変更後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更年月日： 年 月 日） 

 

別添２ 



 

 

薬生総発 0117 第７号 

令 和 ２ 年 １ 月 17 日 

 

   都 道 府 県 

各 保健所設置市 衛生主管部（局）長 殿 

   特 別 区 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「オンライン診療の適切な実施に関する指針」を踏まえた緊急避妊

に係る診療の提供体制整備に関する薬剤師の研修について（依頼） 

 

 

医薬行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

緊急避妊に係る診療の提供体制の整備に関する取組については、「緊急避妊に係る

診療の提供体制整備に関する取組について（依頼）」（令和元年 11 月 21 日付け医政

地発1121第１号／医政医発1121第３号／健健発1121第１号／薬生総発1121第１号

／子母発 1121 第１号）により各都道府県衛生主管部（局）長宛てに通知し、今後、緊

急避妊薬を調剤する薬剤師に対する研修を関係団体と協力して実施することとした

ところです。 

ついては、当該研修を下記に基づき実施することとし、別添のとおり公益社団法人

日本薬剤師会、公益社団法人日本医師会及び公益社団法人日本産婦人科医会に通知し

ましたので、御了知願います。 

 

記 

 

１ 緊急避妊薬を調剤する薬剤師に対する研修の内容については、令和元年度厚生労

働行政推進調査事業費補助金「かかりつけ薬剤師・薬局の多機関・多職種との連携

に関する調査研究」（研究代表者 安原眞人（帝京大学薬学部 特任教授））（以

下「調査研究」という。）において研修プログラムを作成中であるが、当該研修に

ついては、以下の内容を踏まえて実施すること。また、実施に当たっては、調査研

究において作成された資材を活用すること。 

（１）オンライン診療に基づき緊急避妊薬を調剤する薬局での対応、調剤等について 

（２）月経、月経異常、ホルモン調整機序その他女性の性に関する事項 

（３）避妊に関する事項、緊急避妊薬に関する事項 



 

 

２ 研修は、公益社団法人日本薬剤師会及び各都道府県薬剤師会において、都道府県

ごとに実施することとし、実施に当たっては、実施地域の医師会及び産婦人科医会

と連携して対応すること。なお、実施される都道府県の薬剤師の希望者が参加でき

るように最大限配慮すること。 

 

３ 研修を受講した薬剤師及び従事先の薬局に関しては、オンライン診療に基づき

緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の一覧として厚生労働省のホーム

ページに公表予定であり、研修実施の際に受講した薬剤師等の情報作成をお願い

することとしたいが、具体的な公表方法等の手続に関しては別途通知すること。 



薬生総発 0117 第４号 

令 和 ２ 年 １ 月 17 日 

 

 

公益社団法人日本薬剤師会 会長 殿 

 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「オンライン診療の適切な実施に関する指針」を踏まえた緊急避妊

に係る診療の提供体制整備に関する薬剤師の研修について（依頼） 

 

 

医薬行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

緊急避妊に係る診療の提供体制の整備に関する取組については、「緊急避妊に係る

診療の提供体制整備に関する取組について（依頼）」（令和元年 11 月 21 日付け医政

地発1121第１号／医政医発1121第３号／健健発1121第１号／薬生総発1121第１号

／子母発 1121 第１号）により各都道府県衛生主管部（局）長宛てに通知し、今後、緊

急避妊薬を調剤する薬剤師に対する研修を関係団体と協力して実施することとした

ところです。 

ついては、当該研修を下記に基づき実施することとし、各都道府県において、円滑

に研修が実施されるよう、御協力いただくとともに、当該研修について貴会会員に周

知をお願いします。 

 

記 

 

１ 緊急避妊薬を調剤する薬剤師に対する研修の内容については、令和元年度厚生労

働行政推進調査事業費補助金「かかりつけ薬剤師・薬局の多機関・多職種との連携

に関する調査研究」（研究代表者 安原眞人（帝京大学薬学部 特任教授））（以

下「調査研究」という。）において研修プログラムを作成中であるが、当該研修に

ついては、以下の内容を踏まえて実施すること。また、実施に当たっては、調査研

究において作成された資材を活用すること。 

（１）オンライン診療に基づき緊急避妊薬を調剤する薬局での対応、調剤等について 

（２）月経、月経異常、ホルモン調整機序その他女性の性に関する事項 

（３）避妊に関する事項、緊急避妊薬に関する事項 
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２ 研修は、公益社団法人日本薬剤師会及び各都道府県薬剤師会において、都道府県

ごとに実施することとし、実施に当たっては、実施地域の医師会及び産婦人科医会

と連携して対応すること。なお、実施される都道府県の薬剤師の希望者が参加でき

るように最大限配慮すること。 

 

３ 研修を受講した薬剤師及び従事先の薬局に関しては、オンライン診療に基づき緊

急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の一覧として厚生労働省のホームペ

ージに公表予定であり、研修実施の際に受講した薬剤師等の情報作成をお願いする

こととしたいが、具体的な公表方法等の手続に関しては別途通知すること。 



 

 

薬生総発 0117 第５号 

令 和 ２ 年 １ 月 17 日 

 

 

公益社団法人日本医師会 担当理事 殿 

 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「オンライン診療の適切な実施に関する指針」を踏まえた緊急避妊

に係る診療の提供体制整備に関する薬剤師の研修について（依頼） 

 

 

医薬行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、緊急避妊に係る診療の提供体制の整備に関する取組については、「緊急避妊

に係る診療の提供体制整備に関する取組について（依頼）」（令和元年 11 月 21 日付

け医政地発 1121 第１号／医政医発 1121 第３号／健健発 1121 第１号／薬生総発 1121

第１号／子母発 1121 第１号）により各都道府県衛生主管部（局）長宛てに通知し、

今後、緊急避妊薬を調剤する薬剤師に対する研修を関係団体と協力して実施すること

としたところです。 

ついては、当該研修を下記に基づき実施することとしましたので、各都道府県にお

ける研修の実施について御協力をお願いします。 

 

記 

 

１ 緊急避妊薬を調剤する薬剤師に対する研修の内容については、令和元年度厚生労

働行政推進調査事業費補助金「かかりつけ薬剤師・薬局の多機関・多職種との連携

に関する調査研究」（研究代表者 安原眞人（帝京大学薬学部 特任教授））（以

下「調査研究」という。）において研修プログラムを作成中であるが、当該研修に

ついては、以下の内容を踏まえて実施すること。また、実施に当たっては、調査研

究において作成された資材を活用すること。 

（１）オンライン診療に基づき緊急避妊薬を調剤する薬局での対応、調剤等について 

（２）月経、月経異常、ホルモン調整機序その他女性の性に関する事項 

（３）避妊に関する事項、緊急避妊薬に関する事項 
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２ 研修は、公益社団法人日本薬剤師会及び各都道府県薬剤師会において、都道府県

ごとに実施することとし、実施に当たっては、実施地域の医師会及び産婦人科医会

と連携して対応すること。なお、実施される都道府県の薬剤師の希望者が参加でき

るように最大限配慮すること。 

 

３ 研修を受講した薬剤師及び従事先の薬局に関しては、オンライン診療に基づき

緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の一覧として厚生労働省のホーム

ページに公表予定であり、研修実施の際に受講した薬剤師等の情報作成をお願い

することとしたいが、具体的な公表方法等の手続に関しては別途通知すること。 



 

 

薬生総発 0117 第６号 

令 和 ２ 年 １ 月 17 日 

 

 

公益社団法人日本産婦人科医会 会長 殿 

 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「オンライン診療の適切な実施に関する指針」を踏まえた緊急避妊

に係る診療の提供体制整備に関する薬剤師の研修について（依頼） 

 

 

医薬行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、緊急避妊に係る診療の提供体制の整備に関する取組については、「緊急避妊

に係る診療の提供体制整備に関する取組について（依頼）」（令和元年 11 月 21 日付

け医政地発 1121 第１号／医政医発 1121 第３号／健健発 1121 第１号／薬生総発 1121

第１号／子母発 1121 第１号）により各都道府県衛生主管部（局）長宛てに通知し、

今後、緊急避妊薬を調剤する薬剤師に対する研修を関係団体と協力して実施すること

としたところです。 

ついては、当該研修を下記に基づき実施することとしましたので、各都道府県にお

ける研修の実施について御協力をお願いします。 

 

記 

 

１ 緊急避妊薬を調剤する薬剤師に対する研修の内容については、令和元年度厚生労

働行政推進調査事業費補助金「かかりつけ薬剤師・薬局の多機関・多職種との連携

に関する調査研究」（研究代表者 安原眞人（帝京大学薬学部 特任教授））（以

下「調査研究」という。）において研修プログラムを作成中であるが、当該研修に

ついては、以下の内容を踏まえて実施すること。また、実施に当たっては、調査研

究において作成された資材を活用すること。 

（１）オンライン診療に基づき緊急避妊薬を調剤する薬局での対応、調剤等について 

（２）月経、月経異常、ホルモン調整機序その他女性の性に関する事項 

（３）避妊に関する事項、緊急避妊薬に関する事項 

 

OYKNG
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２ 研修は、公益社団法人日本薬剤師会及び各都道府県薬剤師会において、都道府県

ごとに実施することとし、実施に当たっては、実施地域の医師会及び産婦人科医会

と連携して対応すること。なお、実施される都道府県の薬剤師の希望者が参加でき

るように最大限配慮すること。 

 

３ 研修を受講した薬剤師及び従事先の薬局に関しては、オンライン診療に基づき

緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局の一覧として厚生労働省のホーム

ページに公表予定であり、研修実施の際に受講した薬剤師等の情報作成をお願い

することとしたいが、具体的な公表方法等の手続に関しては別途通知すること。 


